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ようになってきた｡しかし, ｢リッチ｣(rich)と ｢プア ｣ー(poor)の対比に
関する限り,貧乏の語が社会から消え去ることは考えられない1)0


















2 (484) 第144巻 第5･6号
閑心を掻き立てた古典の生命力は,まさに,時代を超えているというべきであ
ろう｡
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